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報告第２号　令和８年度収支予算について

本年度 前年度
予算額 予算額 本部予算 東部予算 北部予算

経経常常収収益益

受受託託事事業業収収益益 △ 1,349,520

受取配分金 △ 1,202,000
就業会員への支払配
分金に充てる収益

受取材料費等 △ 28,000
就業に係る支払材料
費等に当てる収益

受取事務費 △ 119,520
就業機会の提供に係
る実費弁償的収益

包包括括的的契契約約にに係係るる収収益益

受取センター業務委託料
包括的契約で会員の選定等に

要する諸経費等に充てる収益

受取材料費等 支払材料費等（包括的契約に係る

もの）に充てられるべき収益

労働者派遣事業等受託収益
労働者派遣事業に係る
連合会からの受託収益

職業紹介事業受託収益
職業紹介事業に係る連
合会からの受託収益

△ 2,000
介護予防・日常生活支援
総合事業保険報酬収益 △ 1,800 介護予防・日常生活支援総合

事業に係る国保連からの収益

介護予防・日常生活支援総
合事業利用者負担金収益 △ 200 介護予防・日常生活支援総合

事業に係る利用者からの収益

受受取取会会費費

正会員受取会費 5,000人

受受取取補補助助金金等等 △ 584

受取連合交付金 △ 584 国庫補助金

受取市補助金 京都市補助金

特特定定資資産産運運用用益益

特定資産受取利息 利息収入

雑雑収収益益

雑収益 雑収入

経経常常収収益益計計 △ 1,193,904

経経常常費費用用

事事業業費費 △ 1,201,076 事業推進に要する費用

支払配分金 △ 1,203,400 会員配分金

支払材料費等 △ 29,000 受託事業に係る原材料代
及び就業に係る諸経費等

支払材料費等
(包括的契約に係るもの)

包括的契約に係る原
材料代及び諸経費等

役員報酬 役員報酬

給与手当 △ 5,500 職員の賃金

臨時雇賃金 臨時職員の賃金

法定福利費 社会保険料等

退職給付費用 退職共済掛金等

福利厚生費 健康診断費等

旅費交通費 会議交通費等

ⅠⅠ  一一般般正正味味財財産産増増減減のの部部

令和８年度　収支予算書
（令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで）

(単位：千円)

科　　　　目 増 △減
本 年 度 予 算 内 訳

備    考

１１　　経経常常増増減減のの部部

職職業業紹紹介介事事業業受受託託収収益益

労労働働者者派派遣遣事事業業等等受受託託収収益益

介介護護予予防防・・日日常常生生活活支支
援援総総合合事事業業受受託託収収益益
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本年度 前年度
予算額 予算額 本部予算 東部予算 北部予算

通信運搬費 連絡経費

減価償却費 △ 35 減価償却

会議費 会議開催費

什器備品費 事務備品等

消耗品費 事務用品等

修繕費 事務所補修費等

印刷製本費 就業報告書等

光熱水料費 事務所等の光熱費

賃借料 事務所・講習会場等

保険料
会員団体保険・自動
車保険等

諸謝金 研修会講師等

租税公課 △ 2,300 消費税等

負担金 会議負担金

委託費 研修会委託等

教材費 講習教材

支払手数料 振込手数料等

貸倒損失 △ 4 回収不能金

補償補填費 就業に係る補償

支払利息 リースに係る利息

雑費 雑費

管管理理費費 法人管理に要する費用

役員報酬 役員報酬

給与手当 △ 90 職員の賃金

臨時雇賃金 臨時職員の賃金

法定福利費 社会保険料等

退職給付費用 △ 90 退職共済掛金等

福利厚生費 健康診断費等

役員等旅費交通費 役員の会議交通費

旅費交通費 法人の会議交通費

通信運搬費 法人連絡経費

会議費 総会・理事会等

消耗品費 法人用品

印刷製本費 総会議案書等

光熱水料費 法人の光熱費

賃借料 総会・理事会等

保険料 役員責任賠償保険

諸謝金 研修会講師等

負担金 全シ協・連合会会費

委託費 会計事務所等委託費

支払手数料 振込手数料等

貸倒損失 △ 4 回収不能金

雑費 雑費

経経常常費費用用計計 △ 1,195,263

当当期期経経常常増増減減額額 △ 15,775 △ 17,134 △ 6,114 △ 13,343

(単位：千円)

科　　　　目 増 △減
本 年 度 予 算 内 訳

備    考
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本年度 前年度
予算額 予算額 本部予算 東部予算 北部予算

２２　　経経常常外外増増減減のの部部

経経常常外外収収益益

経経常常外外収収益益計計

経経常常外外費費用用

経経常常外外費費用用計計

当当期期経経常常外外増増減減額額

当当期期一一般般正正味味財財産産増増減減額額 △ 15,775 △ 17,134

一一般般正正味味財財産産期期首首残残高高

一一般般正正味味財財産産期期末末残残高高

ⅡⅡ　　正正味味財財産産期期末末残残高高

収支予算書に係る注記

１　投資活動に関する見込

本年度 前年度
予算額 予算額 本部予算 東部予算 北部予算

【投資活動収支の部】

　＜投資活動収入＞

　　敷金・保証金等戻り収入

　　　預託金戻り収入

　　特定資産取崩収入 △ 15,569

　　　退職給付引当資産取崩収入 △ 16,855

　　　減価償却引当資産取崩収入

　　　配分金支払積立資産取崩収入

　　　財政運営資金積立資産取崩収入

　　　派遣事業補償補填積立資産取崩収入

　　　施設整備取得積立資産取崩収入 △ 1,079

　　投資活動収入計 △ 15,569

　＜投資活動支出＞

　　固定資産取得支出 △ 579

　　　土地建物購入支出 △ 1,079

　　　什器備品購入支出

　　　車両運搬具購入支出

　　敷金・保証金等支出

　　　預託金支出

　　特定資産取得支出

　　　退職給付引当資産取得支出

　　　減価償却引当資産取得支出

　　　配分金支払積立資産取得支出

　　　財政運営資金積立資産取得支出

　　　事故賠償補填積立資産取得支出

　　　派遣事業補償補填積立資産取得支出

　　　施設整備取得積立資産取得支出 △ 1,079

　　投資活動支出計

備    考科　　　目 増 △減
本 年 度 予 算 内 訳

(単位：千円)

増 △減
本 年 度 予 算 内 訳

備    考

(単位：千円)

科　　　　目
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２　借入金限度額

　　京都中央信用金庫からの短期借入金限度額は、２０，０００千円です。

３　債務負担額（電算機器・自動車等リース料）　　３，８３４千円

　　令和９年度 １，６７４千円

　　令和１０年度 １，３６７千円

　　令和１１年度 ６８８千円

　　令和１２年度 １０５千円

　ます。

４ 配分金収入等の増加に連動する支出に限り、予算額を超えて執行することができ




